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調査概要 
 
 １．調査期間      平成２１年７月２１日（火）から７月３０日（木） 

 
 ２．調査方法      郵送配布、郵送回収によるアンケート調査 

 
 ３．調査事業所所在地  主として長浜市内 

 
 ４．調査事業所     ２０人以上の従業員を有する事業所 １７７社 
             （一部２０人未満を含む） 

 
 ５．回収結果      回収率： ４６．９％ 
             （対象数 １７７社、回収数 ８３社） 

・製造業      （ ４６社 ／ ７５社 ） 

              ・建設業      （  ７社 ／  ９社 ） 

              ・卸売業      （  ２社 ／ １０社 ） 

              ・小売業      （  ３社 ／ １７社 ） 

              ・サービス業    （ １７社 ／ ４１社 ） 

              ・運輸・通信・倉庫業（  ６社 ／ １４社 ） 

              ・料理・飲食・旅館業（  ２社 ／ １１社 ） 
 
 ６．調査主体      長浜市産業経済部商工振興課 

 
 ７．調査内容 
  【設問概要】 

   質問１  労働者数について 

    質問       1-1  本年 5 月と比較した正規雇用従業員の変化についてお教えください。 

    質問 1-2  本年 5 月と比較した派遣・請負・期間労働者数の変化についてお教
えください。 

    質問 1-3  今後の正規雇用従業員数の見通しについてお教えください。 

    質問 1-4  今後の派遣・請負・期間労働者数の見通しについてお教えください。 
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   質問２  雇用調整の動向について 

    質問 2-1  本年 6月以降の雇用調整の有無についてお教えください。 

    質問 2-2  質問 2-1で「実施した」とお答えした方にお聞きします。 
実施した雇用調整の内容についてお答えください。 

     質問 2-3  今後の雇用調整の実施についてお教えください。 

     質問 2-4  質問 2-3で「実施する」とお答えした方にお聞きします。 
実施する雇用調整の内容についてお答えください。 

    質問 2-5  質問 2-3で「実施する」とお答えした方にお聞きします。 
雇用調整を実施する時期及びその人数についてお教えください。 

    質問 2-6  国の雇用に関する助成制度の利用状況についてお教えください。 

 

   質問３  売上高・受注高の状況について 

     質問 3-1  売上高・受注高について、平成 21年 7月現在は前年同時期に比べて
どのような状況かお教えください。 

    質問 3-2  売上高・受注高について、今後の見通しをお教えください。 

 

   質問４  雇用維持・安定のために必要な対策について 

    質問 4-1  昨今の景気後退に伴い、国において総合経済対策の実施がされてい
ますが、市や県に対してご意見やご要望があればご記入ください。 
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　1-1　本年5月と比較して、正規雇用従業員数の変化についてお教えください。

　1-2　本年5月と比較して、派遣・請負・期間労働者数の変化についてお教えください。

 ○ 「ほぼ同じ」が前回より9％増加して72％で最も多く、大きな変化をしている企業は少ない。
　　 また、変化人数は小規模なものであるため、大規模な増減は、行われていない。

 ○ 「ほぼ同じ」が３９％で最も多いが、「減少」が前回より１５％減少しており、派遣・請負･期
　　 間労働者数の縮小傾向は一定収束してきている。また、変化人数は大規模なところも多く、
　　 ピークは過ぎてきていると推測する。

質問１　労働者数について

正規従業員数の変化

20%

7%

62%

71%

19%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

増加 ほぼ同じ 減少

増加の内訳

83% 17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人

減少の内訳

88%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 11～20人

減少の内訳

20% 50% 10% 10%10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 11～20人

21～30人 31人以上

増加の内訳

50% 50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人

派遣・請負・期間労働者数の変化

23%

39%

27%

12%

44%

37%7%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

増加 ほぼ同じ 減少 雇い入れていない

今回

今回
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　1-3　今後の正規雇用従業員数の見通しについてお教えください。

　1-4　今後の派遣・請負・期間労働者数の見通しについてお教えください。

 ○ 「ほぼ同じ」が６５％で最も多いが、「減少」が前回より１０％増加しており、派遣・請負・期
　　 間労働者の削減を終えた事業所が正規雇用従業員に手をつけ始めてきていると推察す
　　 る。また、変化人数も大きく、今後の雇用情勢の悪化が懸念される。

 ○ 「雇い入れていない」が３７％と最も多く、「減少」は前回より１％減少とほとんど変わって
　　 いないため、一定の削減は終えたものと推測される。また、変化人数も小規模なもので
　　 あり、今後も大きな減少はないものと推察できる。

増加の内訳

63% 25% 13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 11～20人

減少の内訳

58% 17% 8% 8% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 11～20人

31人以上 人数記載無し

減少の内訳

57% 29% 14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 人数記載無し

今後の正規雇用従業員数の見通し

8%

10%

73%

65%

14%

10%14%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

増加 ほぼ同じ 減少 わからない

今後の派遣労働者数等の見通し

35%

35%

9%

8%

16%

11%

39%

37%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

増加 ほぼ同じ 減少 わからない 雇い入れていない

増加の内訳

67% 33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人

今回

今回
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　2-1　本年6月以降の雇用調整の有無についてお教えください。

「その他」の具体的な内容は以下のとおり

　・雇用調整のため、休日を多くとる

 ○ 雇用調整の内容としては、１０）の「一時休業・一時帰休」が３６％で最も多く、ついで１）の
 　　「残業削減・規制」が２３％、５）「ワークシェアリング」が１７％となった。

質問２　雇用調整の動向について

　2-2　2-1で雇用調整を１）「実施した」と回答された方にお聞きします。
　　　　 実施した雇用調整の内容として、当てはまるものに○をつけてください。（複数回答）

 ○ 「実施していない」が７２％と、「実施した」の２８％を大きく上回った。

実施した雇用調整の内容

23%

17%

3%

3%

36%

3%

9%

3%

3%

残業削減・規制

派遣労働者の削減

配置転換

出向・転籍

ワークシェアリング

採用募集の削減・停止

パート･契約労働者の雇い止め

請負の削減・縮小

希望退職募集・解雇

一時休業・一時帰休

新規採用内定者の取り消し

その他

本年6月以降の雇用調整の有無

42%

28%

57%

72%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

今回

実施した 実施していない
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　2-3　今後の雇用調整の実施についてお教えください。

→

　2-4　2-3で今後雇用調整を１）「実施する」と回答された方にお聞きします。
　　　　 実施する雇用調整の内容として、当てはまるものに○をつけてください。（複数回答）

 ○ 今後予定している雇用調整の内容としては、１０）の「一時休業・一時帰休」が２２％で最も多
　　 く、ついで１）の「残業削減・規制」が２２％、６）の「採用募集の削減・停止」が１３％となった。

 ○ 今後の雇用調整については、「わからない」が４５％でまだまだ不透明な状況であり、「実
　　 施しない」３６％についで、「実施する」が１６％となった。また、「実施する」のうち、調整対
 　　象の内訳は下のグラフのようになった。

実施する雇用調整の内容

22%

9%

9%
4%

4%

13%

4%

35%

残業削減・規制

派遣労働者の削減

配置転換

出向・転籍

ワークシェアリング

採用募集の削減・停止

パート･契約労働者の雇い止め

請負の削減・縮小

希望退職募集・解雇

一時休業・一時帰休

新規採用内定者の取り消し

その他

雇用調整の対象

38% 54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規雇用従業員 非正規雇用従業員 両方

今後の雇用調整の実施予定

17%

16%

30%

36%

52%

45%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

今回

実施する 実施しない わからない
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【正規雇用労働者】

　2-5　2-3で今後雇用調整を１）「実施する」と回答された方にお聞きします。
　　　　 雇用調整を実施する時期及びその人数についてお教えください。

 ○ 今後の雇用調整の実施時期については、「平成２１年７月～９月」が、正規雇用労働者で
　　 ６３％、非正規雇用労働者で５０％と、ともに最も多く、早期に検討している企業が多い傾向
 　　にある。また、残業削減・規制や配置転換を行う人数については、正規雇用は「１１～２０人」
　　 及び「３１人以上」が最も多く、非正規雇用は「６～１０人」が最も多かった。

雇用調整の実施予定時期（正規）

63% 26% 11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成21年7～9月 平成21年10月以降

時期は未定

H21年7～9月の人数（正規）

17% 17% 25% 33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 11～20人 31人以上

H21年10月以降の人数（正規）

20% 40% 40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6～10人 11～20人 31人以上

時期は未定（正規）

50% 50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 11～20人
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【非正規雇用労働者】

 ○ 「利用しない」が３５％と最も多いが、「利用している」が前回より３％増加しており、利用状
　　 況が若干拡大している。また、「制度を知らなかった」も前回より３％減少していることから
　　 制度の周知も行われていることがみてとれる。

　2-6　国の雇用に関する助成制度（雇用調整助成金、中小企業緊急雇用安定助成金など）の利用
　　　　 についてお教えください。

雇用調整の実施予定時期（非正規）

50% 33% 17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成21年7～9月 平成21年10月以降

時期は未定

H21年7～9月の人数（非正規）

17% 50% 17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 31人以上

H21年10月以降の人数（非正規）

25% 25% 25% 25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 21～30人 31人以上

時期は未定（非正規）

50% 50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人

国の雇用に関する助成制度の利用状況

26%

29%

5%

5%

35%

35%

27%

23% 7%

1%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

今回

利用している 利用を予定している

利用しない わからない

制度を知らなかった 無回答
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　3-1　売上高・受注高について、平成21年７月現在は前年同時期に比べてどのような状況ですか。

　3-2　売上高・受注高について、今後の見通しはどのようにお考えですか。

 ○ 「減少する」が４２％と最も多いが、「増加する」が前回より３％増加しており、回復の兆しが
　　 見えつつある。また、減少率には幅が見られるため、これは業種による違いであると推測
　　 される。

 ○ 「減少している」が７６％と大半を占めた。減少率は、「１６～２０％」減少と「２１％以上」減少
 　　が最も多く、「減少している」と答えた企業の５０％を占めている。また、「５％以下」の増加と
　　 答えた企業が４％となっている。

質問３　売上高・受注高の状況について

増加の内訳

67%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5％以下 6～10％ 11～15％ 16～20％

減少の内訳

6% 17% 10% 32% 21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5％以下 6～10％ 11～15％

16～20％ 21％以上

売上高・受注高の今後の見通し

16%

28%

35%

53%

42%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

今回

増加する 変化なし 減少する

増加の内訳

46% 31% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5％以下 6～10％ 16～20％

減少の内訳

26% 34% 9% 9% 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5％以下 6～10％ 11～15％

16～20％ 21％以上

Ｈ21年7月現在の売上高・受注高の
前年比

4%

4%

12%

11%

78%

76%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

今回

増加している 変化なし 減少している
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　4-1　昨今の景気後退に伴い、国において総合経済対策の実施がされておりますが、市や県に対して
　　　　 ご意見やご要望があれば記入してください。

質問４　雇用維持・安定のために必要な対策について

 ○ 助成等より減税改革をするべき、あわせて年金等の制度改革をするべきではないか。

 ○ 緊急雇用創出特別事業のようなばら撒き的一過性の対策はいかがなものか。根本的な
　　 解決にはならない。

　以下のようなご意見がよせられました。

 ○ 地元業者の工事が増加するように努力してください。

 ○ 地域経済安定のための一つとして、市内業者の受注機会の拡大があがっているが、資金
　　 繰り優先による自らの付加価値を下げての安価受注をねらう市外業者の受注を防がない
　　 と意味がない。市内にお金が落ちてこそ安定がある。税金の効果的でかつ有効な利用を
　　 もっとまともな理念を持って実施すべきである。
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